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令和４年度第４回 教育委員会会議 会議録 

１ 日 時 令和４年５月31日（火）13：15～13：28 

２ 場 所 教育委員会会議室 ハーバーセンター４階 

３ 出席者 ＜教育委員会＞ 

      長田教育長 

      正司委員 梶木委員 今井委員 山下委員 本田委員（Ｗｅｂ参加） 

      ＜事務局＞ 

      高田事務局長兼教育次長 芝田教育次長 工藤総務部長 

      竹森学校支援部長 羽田野学校計画担当部長 山根学校教育部長 

      田尾教科指導担当部長 河野児童生徒担当部長 山下総合教育センター所長 

      濱田地区統括官 松本地区統括官 

４ 欠席者 なし 

５ 傍聴者 ０名（一般０名・報道０名／報道０社） 

６ 会議内容 

 

（長田教育長） 

 それでは、ただいまから教育委員会会議を始めます。 

 本日は、本田委員がオンラインでの参加です。よろしくお願いします。 

 本日は議案１件、協議事項７件、報告事項が１件です。 

 まず初めに、非公開事項についてお諮りをいたします。 

 このうち、教第９号議案につきましては、教育委員会会議規則第10条第１項第３号の規

定により、長の作成する議会の議案に関すること。協議事項３、協議事項12、協議事項13、

協議事項14、協議事項15、報告事項１につきましては、同項第６号の規定により、会議を

公開することにより、教育行政の公正かつ適正な運営に著しい支障が生じるおそれのある

事項であって、非公開とすることが適当であると認められるものに、それぞれ該当すると

思われますので、非公開としてはどうかと思いますがいかがでしょうか。 

 

（賛同） 

 

（長田教育長） 

 それでは、以上申し上げました議案等につきましては、非公開といたします。 

 

 協議事項１ 学校園における新型コロナウイルス感染症対策等について 

 

（長田教育長） 
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 それではまず、協議事項１から参ります。学校園における新型コロナウイルス感染症対

策等についてです。 

 それでは、説明をお願いします。 

 

（美藤学校保健担当課長） 

 失礼します。お配りした資料１ページ目につきましては、５月25日時点の感染者数の推

移についての御報告になります。 

 また、５月27日にすぐーるで学校生活におけるマスクの着用についてを保護者の方々に

周知しました。その内容及び文部科学省からの通知文を２ページ以降に御報告しておりま

す。 

 

（周尾総務課長） 

 私から１点、マスクの着用につきまして、関連しまして、ホームページに教育委員会の

方針ということで載せてございますが、今回マスク着用についての考え方につきまして一

部修正をしまして、ホームページに掲載をしてございます。 

 説明は以上になります。 

 

（長田教育長） 

 それでは、この件について、御意見、御質問ございませんか。 

 はい、どうぞ、山下委員。 

 

（山下委員） 

 １点確認と１点お願いといいますか。まず１点目なんですけれども、この推移を拝見す

ると、連休、ゴールデンウィークに伴う感染拡大はほぼなかったという理解でよろしかっ

たでしょうかっていうのが１点と。 

 もう１点は、文科省からの通知文とともにリーフレットといいますか、チラシが入って

いて、少し分かりやすいかなと思うので、また、こういうのがどんな形で活用されるのか。

例えば、学校でこれ使って配付とか、再配付とかしたりすることが認められているのかと

か。このリーフレットの使い方について、もし、お分かりのところがあれば教えていただ

きたいと思います。 

 以上２点、よろしくお願いします。 

 

（美藤学校保健担当課長） 

 はい、ありがとうございます。まず、ゴールデンウィークの前後に関しまして、大きく

感染者の増減があったわけではないので、挟んでも同じような傾向だったのかなと考えて

おります。文科省からも届きましたリーフレットのほうですが、そちらのほうも学校のほ
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うには通知をさせていただいておりますので、また、学校が判断して活用されるかも、活

用するかもしれないということ。委員会からは、もうちょっと詳しくまとめたものをすぐ

ーるで保護者の方に通知したという次第でございます。 

 

（山下委員） 

 前者ありがとうございます。 

 後者のリーフレットに関しては、例えば、私、単純に考えたのが学校だよりなんかを、

もし配付されるような機会があったら、ちょっとその裏面とかに、印刷とかできればいい

のかなと思ったりしたんですけれども。ぜひこれ、特に、ちょっと登下校の際を、もうち

ょっと目立つように書いていただいてもよかったかなとは思ったんですけれども。ちょっ

とずつ御理解いただくことは必要なので、また機会があればというふうに思います。あり

がとうございます。 

 

（長田教育長） 

 チラシも活用しながら、少し分かりにくい部分は事務局のほうで少し分かりやすく加工

してもらって、それでぜひ、学校の中では児童生徒にいろんな指導をしていますけども、

保護者とか地域の方々に分かっていただく、御理解いただくということも大事になってき

ますので、ぜひその点よろしくお願いします。 

 ほかございませんか。どうぞ。 

 

（正司委員） 

 せっかくなので。ワクチンのことなんですけれども、その後、子供たちのワクチン接種

に関しての、特に保護者の方から、何か問合せとか現場にそういうことが来てないのかっ

ていうのと、教職員の方々のワクチン接種について何か課題が起きているとかそんなこと

が、もしあれば教えていただきたいなと思って質問です。 

 

（美藤学校保健担当課長） 

 ありがとうございます。ワクチンについての問合せ等に関しまして、最近は大きな問合

せとか、件数というはないと感じております。教職員の先生方につきましては、ワクチン

もしていただきながらという形で、それに関する問合せ等も特段入ってはきておりません。 

 

（正司委員） 

 よかったです。 

 

（長田教育長） 

 ほか、いかがでしょうか。 
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 どうぞ、正司委員。 

 

（正司委員） 

 言わずもがなで連携されているんだと思いますが、学童等でもマスクの対応等について

は統一した形で運営されるように、うまく連携をよろしくお願いしたいと思います。 

 

（長田教育長） 

 特に、このマスクの関係、この前も運動会行きましたら、なかなかやっぱり、もちろん

走っているときは、運動のときは取っていますが、そこに至るまでの準備のときとかはま

だマスクしたままという児童生徒が若干名おられますけど。なかなか現場での対応という

のは、かなり指導しているけども、その辺りが難しいというようなことも聞いていますし、

特に、登下校はやっぱりあれですね、一般の市民の方々は屋外を１人で歩いておられるに

もかかわらず、ほぼ大多数の人がマスクをされていますから、子供たち自身も取りにくい

のかもしれませんけど。学校のほうでも一応、登下校のことも、もちろん指導徹底はして

もらっていると思いますけど、やっぱり保健所とも連携しながら、市民全体に対して啓発、

発信をしていただくということも必要、重要なのかなという気がいたします。 

 はい、梶木委員。 

 

（梶木委員） 

 今のおっしゃっていたのに、ちょっと併せて、学校の中では、こういうふうに指導され

るんですけど、例えば、放課後、公園に行って遊ぶとかいうときなんかを、どうしたらい

いのかなみたいなところを、これは市全体の方針、屋外で距離を保って遊んでいるだけだ

ったら運動場で遊ぶのと同じような感じでいいんですかね。であれば、ちょっと子供たち

にそういうふうに準用するんだよといったことを伝えていただけると安心してマスクを外

して遊べるのかなと。やっぱり登下校のときと同じように放課後というのは地域の中にお

りますので、同じだということ、発信していただけたらなと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

（長田教育長） 

 ほか、よろしいでしょうか。 

 それでは、いろいろ御意見も出ましたけど、また、持ち帰って十分、学校なり関係機関

のほうと連携をしていただくように、よろしくお願いします。 

 

 協議事項11 就学・教育支援委員会について 

 

（長田教育長） 
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 続いて、協議事項11に参ります。就学・教育支援委員会についてです。 

 

（上野特別支援教育課長） 

 よろしくお願いいたします。昨年度、勉強会で、これまで「神戸市就学支援委員会」と

名称しておりまして、小中学校の特別支援学級に入級する児童生徒への意見を聴取をして

おりましたが、それだけではなく、非常に特別支援教育、多様化しておりますので、専門

家の先生方に特別支援教育の全般に関する御意見・助言をいただくという形にしていきた

いということで進めておりまして、今年度より「神戸市就学・教育支援委員会」というふ

うに名称を変更いたしました。 

 中段に委員名がありますが、備考のところに継続とあります。これまで医師のほうは３

名だったんですが、発達障害であったり、多様な障害種別に対応、特に、本田委員に勉強

会で御意見いただきまして、医療系ケアを要する子供たちが増加しておりますので、神戸

市の看護大学より二宮教授にも入っていただきまして、この委員の先生方に多様な、今度、

特別支援教育、神戸市でどう推進していくのかということを広く御意見をいただきたいと

考えております。 

 令和４年度の検討事項につきましては、この３点。これまで知的障害や肢体不自由につ

いては、知肢併置校を新設するなど、いろいろ取り組んでまいりましたが、視覚障害、聴

覚障害、病弱等の訪問教育ですね、これらについてもしっかりと御意見いただきたいと今

年度は考えております。 

 スケジュールにつきましては一番下段にあります、この４回。１から３回につきまして

は、この①から③の項目の御意見いただきまして、４回目にまとめていきたいと、このよ

うに考えております。 

 令和５年度以降ですが、増えております自校通級であったり、小中学校の医療的ケアに

ついても、今後この中に入れていきたいと、検討項目に入れていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

（長田教育長） 

 それではこの件について、何か御意見、御質問ございませんか。 

 本田委員いかがですか、よろしいですか。 

 

（本田委員） 

 はい、大丈夫です。看護師を入れていただいてありがとうございます。 

 

（長田教育長） 

 名称の変更と少しこの、もともとやっていました就学支援という教育支援、これは引き

続きやりますけれども、今年度は特にこの検討項目、この３点を重点的に御意見をいただ
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くとこういうところです。 

 今井委員。 

 

（今井委員） 

 質問お願いします。今、検討項目の予定ということで、既に上げていただいていますが、

これ以外の、例えば、教員の特別支援に関する研修のあり方とか、学校と医療との連携の

あり方とか、そういうような項目とか、ほかの項目については、またこれから検討してい

くという感じですか。 

 

（上野特別支援教育課長） 

 そうですね、令和５年度以降も継続してまいりますので、人材育成も、とても大事な観

点と考えておりますので、いろんな視点、専門の先生方にいただきたいと。私たちこの委

員の先生方、説明をさせていただいたんですが、御指摘のとおり人材育成についても御意

見がたくさん出ておりましたので、これからしっかり考えていきたいと思っております。 

 

（今井委員） 

 分かりました。よろしくお願いします。 

 

（長田教育長） 

 よろしいでしょうか。 

 はい、それでは、このほかに委員の皆さんから、ほかの項目でも結構ですが、御意見は

ございませんか。 

 また、お気づきのことがありましたら、後日でも結構ですので、事務局のほうまで御意

見をお寄せいただきたいと思います。 

 それでは、本日の公開案件は終了をいたしました。 

 

閉会 13時28分 

 


